(別添様式１)
平成23年度12月補正予算　　　支出科目　款：衛生費　　項：医務費　　目：医療整備対策費
	事業名:災害派遣医療チーム体制整備推進事業費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　健康福祉部　医療整備課　医療整備担当　電話番号：058-272-1111（内2535）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11229@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　補正要求額：　19,800千円　　　　　　　　　　　　　※新・地域医療再生基金事業
（現計予算額：　　0千円　　　補正後予算額：19,800千円）

	要求内容


	１　要求の内容


災害拠点病院等において、24時間いつでも出動でき、災害発生後48時間以内の医療活動を担う災害医療の専門チーム「岐阜ＤＭＡＴ」を編成・整備し、災害時の医療の初動の遅れによる被災傷病者の救命率の低下を防止する。
	２　所要経費


補助金　19,800千円
・6,600千円×10/10×3箇所

（整備機器）

　衛星携帯電話、簡易心電図モニター、パルスオキシメーター、ポータブル人工呼吸器

　輸液ポンプ、ポータブル吸引器、携帯用除細動器、トランシーバー、ポータブル発電

機など
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ 安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
６ 社会資本の安全性が高く、災害への備えが整った地域をつくる
　・テロ･災害等の緊急事態対処体制を強化する
	２　これまでの取組状況


厚生労働省では、大地震や航空機・列車事故といった災害時に被災地に迅速に駆けつけ、医療活動を行う災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）の編成と訓練を進めている。岐阜県でも平成18年度からＤＭＡＴ指定病院の指定を開始し、岐阜ＤＭＡＴの整備を推進している。
	３　これまでの取組に対する評価


平成23年度に策定した岐阜県地域医療再生計画の中で、新たにＤＭＡＴ指定病院になった病院に対して、ＤＭＡＴ活動に必要な機器への設備補助を行うこととしている。
　平成22年度に指定病院となった、岐阜赤十字病院、高山赤十字病院、及び平成23年度に指定された松波総合病院に対して、ＤＭＡＴ活動に必要な設備整備を行う。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源
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